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国
際
連
合
憲
章
第
七
章
の
下
で
行
動
し
て
、

１

石
油
、
石
油
製
品
及
び
天
然
ガ
ス
の
輸
出
販
売
か
ら

の
収
益
を
イ
ラ
ク
開
発
基
金
へ
入
金
す
る
た
め
に
決
議

第
千
四
百
八
十
三
号
（
二
千
三
年
）
の
20
の
規
定
で
設

立
さ
れ
た
枠
組
み
及
び
国
際
諮
問
監
視
理
事
会
に
よ
る

イ
ラ
ク
開
発
基
金
の
監
視
の
た
め
に
決
議
第
千
四
百
八

十
三
号
（
二
千
三
年
）
の
12
及
び
決
議
第
千
五
百
四
十

六
号
（
二
千
四
年
）
の
24
に
規
定
さ
れ
る
枠
組
み
を
二

千
十
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
延
長
す
る
こ
と
を
決
定

す
る
。
さ
ら
に
、
決
議
第
千
五
百
四
十
六
号
（
二
千
四

年
）
の
27
の
規
定
に
定
め
る
例
外
に
従
う
こ
と
を
条
件

と
し
て
、
決
議
第
千
四
百
八
十
三
号
（
二
千
三
年
）
の

23
の
規
定
に
記
さ
れ
た
資
金
、
金
融
資
産
及
び
経
済
資

源
の
観
点
を
含
め
、
同
決
議
の
22
の
規
定
は
同
じ
期
限

ま
で
適
用
さ
れ
続
け
る
こ
と
を
決
定
す
る
。

２

さ
ら
に
、
イ
ラ
ク
開
発
基
金
へ
の
収
益
の
入
金
及
び

国
際
諮
問
監
視
理
事
会
の
役
割
の
た
め
の
前
段
の
規
定

並
び
に
決
議
第
千
四
百
八
十
三
号
（
二
千
三
年
）
の
22

の
規
定
は
、
イ
ラ
ク
政
府
の
要
請
に
基
づ
き
又
は
遅
く

と
も
二
千
十
年
六
月
十
五
日
ま
で
に
見
直
さ
れ
る
こ
と

を
決
定
す
る
。

３

事
務
総
長
に
対
し
、
現
行
の
イ
ラ
ク
開
発
基
金
の
財

務
上
及
び
管
理
上
の
監
視
の
強
化
に
お
い
て
得
ら
れ
た

進
展
に
関
す
る
詳
細
、
並
び
に
、
そ
れ
に
替
わ
る
取
決

め
を
履
行
す
る
た
め
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
法
的
問
題
及

び
選
択
肢
、
並
び
に
、
開
発
基
金
に
替
わ
る
取
決
め
の

準
備
に
お
け
る
イ
ラ
ク
政
府
の
進
展
の
評
価
を
含
む
書

面
に
よ
る
報
告
を
四
半
期
ご
と
（
最
初
の
報
告
は
遅
く

と
も
二
千
十
年
四
月
一
日
ま
で
と
す
る
。）に
安
全
保
障

理
事
会
に
提
供
す
る
こ
と
を
要
請
す
る
。

４

イ
ラ
ク
政
府
に
対
し
、
二
千
十
年
四
月
一
日
ま
で
に

必
要
な
行
動
計
画
及
び
期
限
を
定
め
る
こ
と
、並
び
に
、

二
千
十
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
開
発
基
金
後
の
制

度
へ
の
適
時
か
つ
効
果
的
な
移
行
を
確
保
す
る
こ
と
を

要
請
す
る
。
か
か
る
制
度
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
ス
タ
ン
ド
バ
イ

取
極
の
要
件
を
考
慮
し
、外
部
監
査
の
取
決
め
を
含
め
、

イ
ラ
ク
が
決
議
第
千
四
百
八
十
三
号
（
二
千
三
年
）
の

21
の
規
定
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
義
務
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

５

イ
ラ
ク
政
府
に
対
し
、
財
務
専
門
家
委
員
会
（
Ｃ
Ｏ

Ｆ
Ｅ
）
委
員
長
を
通
じ
四
半
期
ご
と
に
安
全
保
障
理
事

会
に
報
告
す
る
こ
と
を
要
請
す
る
。
か
か
る
最
初
の
報

告
は
遅
く
と
も
二
千
十
年
四
月
一
日
ま
で
に
行
い
、
開

発
基
金
か
ら
の
移
行
の
た
め
の
行
動
計
画
及
び
期
限
並

び
に
現
行
の
イ
ラ
ク
開
発
基
金
の
財
務
上
及
び
管
理
上

の
監
視
の
強
化
に
お
い
て
得
ら
れ
た
進
展
に
つ
い
て
の

詳
細
を
提
示
し
、そ
の
後
の
四
半
期
ご
と
の
報
告
で
は
、

行
動
計
画
に
対
す
る
進
展
及
び
監
視
の
改
善
の
評
価
を

提
示
す
る
も
の
と
す
る
。

６

こ
の
問
題
に
引
き
続
き
積
極
的
に
関
与
す
る
こ
と
を

決
定
す
る
。

附
属
書

二
千
九
年
十
二
月
十
三
日
付
け
イ
ラ
ク
首
相
発
安
全
保
障

理
事
会
議
長
あ
て
書
簡

私
は
、
イ
ラ
ク
が
前
政
権
か
ら
承
継
し
た
債
務
及
び
請

求
の
問
題
の
満
足
す
べ
き
解
決
を
見
出
す
と
約
束
す
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
安
全
保
障
理
事
会
議
長
あ
て
二
千
八

年
十
二
月
七
日
付
け
の
私
の
書
簡
に
言
及
す
る
。
当
該
書

簡
に
お
い
て
、
私
は
、
国
際
社
会
に
よ
り
提
供
さ
れ
て
い

る
一
時
的
な
支
援
は
、
そ
の
目
標
の
達
成
を
可
能
に
す
る

た
め
に
継
続
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
イ
ラ
ク
政
府
の
希

望
を
表
明
し
た
。
ま
た
、
私
は
、
イ
ラ
ク
政
府
が
、
イ
ラ

ク
開
発
基
金
は
、
石
油
及
び
ガ
ス
収
入
が
イ
ラ
ク
国
民
の

最
善
の
利
益
と
な
る
よ
う
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
確
実
に

す
る
上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
、並
び
に
、

国
際
諮
問
監
視
理
事
会
は
、
そ
れ
ら
の
資
源
が
透
明
性
の

あ
る
、
か
つ
責
任
あ
る
方
法
で
管
理
さ
れ
る
こ
と
を
確
実

に
す
る
こ
と
の
助
け
と
な
る
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。
二
千
十
年
に
イ
ラ
ク
政
府
は
、
石
油
収
入

が
引
き
続
き
公
正
に
か
つ
イ
ラ
ク
国
民
の
利
益
と
な
る
よ

う
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
た
め
に
、
イ
ラ
ク

開
発
基
金
及
び
国
際
諮
問
監
視
理
事
会
に
関
す
る
適
切
な

取
決
め
を
作
成
す
る
。
か
か
る
取
決
め
は
、
憲
法
並
び
に

透
明
性
、
説
明
責
任
及
び
誠
実
性
に
関
す
る
国
際
的
な
最

良
の
慣
行
に
従
っ
た
も
の
と
な
る
。
こ
こ
に
、
私
は
、
二

千
九
年
に
お
い
て
、
イ
ラ
ク
政
府
は
、
公
的
債
務
の
削
減

に
関
す
る
合
意
、
及
び
、
特
定
の
請
求
に
関
す
る
他
の
二

者
間
合
意
の
締
結
に
よ
る
も
の
を
含
め
、
上
記
の
債
務
及

び
請
求
の
解
決
に
お
い
て
大
き
な
進
展
が
あ
っ
た
こ
と
を

確
認
す
る
。

二
千
九
年
の
残
余
の
期
間
中
及
び
二
千
十
年
に
、
我
々

は
イ
ラ
ク
国
民
に
利
益
を
も
た
ら
す
た
め
に
石
油
及
び
ガ

ス
収
入
を
管
理
し
つ
つ
、
イ
ラ
ク
の
国
際
的
な
金
融
上
の

地
位
を
回
復
す
る
た
め
の
行
動
を
と
る
。

そ
れ
ら
の
目
標
は
、
決
議
第
千
八
百
五
十
九
号
（
二
千

八
年
）
に
定
め
る
条
件
及
び
枠
組
み
が
延
長
さ
れ
る
安
全

保
障
理
事
会
の
決
議
の
採
択
に
よ
る
国
際
社
会
の
継
続
的

な
支
援
が
な
け
れ
ば
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
当
該

決
議
は
、
イ
ラ
ク
開
発
基
金
及
び
国
際
諮
問
監
視
理
事
会

の
権
限
の
十
二
箇
月
間
の
延
長
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
新
た
な
延
長
の
再
検
討
は
、
イ
ラ
ク
政
府
の
要
請
に

基
づ
き
、
二
千
十
年
六
月
十
五
日
よ
り
前
に
行
わ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。

私
は
、
貴
議
長
が
可
能
な
限
り
早
期
に
安
全
保
障
理
事

会
の
理
事
国
に
対
し
本
書
簡
を
配
布
し
、
上
記
の
権
限
の

延
長
に
関
し
て
現
在
起
草
さ
れ
つ
つ
あ
る
決
議
に
本
書
簡

を
附
属
書
と
し
て
添
付
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

貴
議
長
に
敬
意
を
表
す
る
。

ヌ
ー
リ
ー
・
カ
ミ
ル
・
ア
ル
・
マ
ー
リ
キ
ー

イ
ラ
ク
共
和
国
首
相

二
〇
〇
九
年
十
二
月
十
三
日

〇
外
務
省
告
示
第
百
二
十
一
号

平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
一
日
、
国
際
連
合
安
全
保

障
理
事
会
に
お
い
て
、
イ
ラ
ク
開
発
基
金
の
枠
組
み
等
の

延
長
に
関
す
る
次
の
決
議
が
採
択
さ
れ
た
。

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日

外
務
大
臣

岡
田

克
也

（
訳
文
）

二
千
九
年
十
二
月
二
十
一
日
に
安
全
保
障
理
事
会
が
そ

の
第
六
千
二
百
四
十
九
回
会
合
に
お
い
て
採
択
し
た
決
議

第
千
九
百
五
号
（
二
千
九
年
）

安
全
保
障
理
事
会
は
、

本
決
議
に
附
属
さ
れ
て
い
る
二
千
九
年
十
二
月
十
三
日

付
け
イ
ラ
ク
首
相
発
安
全
保
障
理
事
会
議
長
あ
て
書
簡
に

留
意
し
、

イ
ラ
ク
に
お
け
る
前
向
き
な
進
展
及
び
現
在
の
状
況
が

決
議
第
六
百
六
十
一
号
（
千
九
百
九
十
年
）
の
採
択
時
の

状
況
か
ら
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、
イ
ラ

ク
の
機
関
が
強
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、さ
ら
に
、

決
議
第
六
百
六
十
一
号
（
千
九
百
九
十
年
）
の
採
択
前
に

イ
ラ
ク
が
保
持
し
て
い
た
国
際
的
な
地
位
と
同
等
の
地
位

を
達
成
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
認
識
し
、

イ
ラ
ク
首
相
発
書
簡
が
、
前
政
権
か
ら
承
継
し
た
債
務

及
び
請
求
を
解
決
し
並
び
に
こ
れ
ら
の
債
務
及
び
請
求
が

解
決
さ
れ
る
ま
で
引
き
続
き
取
り
組
む
と
い
う
イ
ラ
ク
政

府
の
約
束
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、
イ
ラ
ク
政
府
が
こ

の
過
程
を
完
了
す
る
た
め
に
作
業
す
る
に
当
た
り
、
国
際

社
会
の
継
続
的
支
援
を
要
請
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、

イ
ラ
ク
の
資
源
が
、
イ
ラ
ク
国
民
の
利
益
の
た
め
に
透

明
性
及
び
説
明
責
任
を
も
っ
て
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

確
保
す
る
よ
う
イ
ラ
ク
政
府
を
支
援
す
る
に
当
た
り
、
イ

ラ
ク
開
発
基
金
及
び
国
際
諮
問
監
視
理
事
会
の
重
要
な
役

割
並
び
に
決
議
第
千
四
百
八
十
三
号
（
二
千
三
年
）
の
22

の
規
定
を
認
識
し
、
ま
た
、
イ
ラ
ク
が
二
千
十
年
に
、
財

務
専
門
家
委
員
会
（
Ｃ
Ｏ
Ｆ
Ｅ
）
を
含
め
る
た
め
、
イ
ラ

ク
開
発
基
金
及
び
国
際
諮
問
監
視
理
事
会
に
替
わ
る
取
決

め
に
移
行
す
る
必
要
性
を
認
識
し
、

œ


